
JA別 自己改革実践事例集

～組合員とともに愛媛の農業と地域の未来を拓く～

もっと、よりそうJAへ 。
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彙jA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

魑 JAう まとJAの 子会社の農地所有適格法人 「JAフ ァームうま」は、地域農業を振興するため、組合員 ・農家の農作業受託事業と農業経営の拡大を目指

す。学校給食米 「うまそだち」や地元野菜の学校給食への提供、直販所を通 じ

た地産地消の拡大に取 り組む。管内は、農業者の高齢化や担い手不足による荒

廃農地の増加が大きな課題だ。　JAは 、地域農業生産の維持 ・拡大を目的に、2

016年 「JAファームうま」を設立。農作業受託事業に加え、17年 度力、ら水

稲やサ トイモを中心とした農業経営を始めた。農作業支援で農家の作業負担を

和らげ、資源や労働力を提供するとともに同社自らの農業経営で生産効率を上

げ、農業生産の拡大につなげる。

1

零jA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地 域 のみ らい。

1農 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地域の活性化

賭
JAう まは農業生産高の維持 ・拡大、農業者の所得向上に向け、地域特産品のサ

トイモの生産振興 ・ブランド化に取り組んでいる。管内の四国中央市は、日本三

大局地風 「やまじ風」が吹く地域。強風に比較的強い作物として、サ トイモが地

域の中心的な農産物となった。

2015年 度からは近隣JAと連携し、広域選果と共同販売による 「伊予美人」

ブランド強化に向けたモデル事業を始めた。また、19年2月 にはコAと全農えひ

めが18年 度産地パワーアップ事業を活用して建設する 「愛媛さといも広域選果

場」が完成予定。コAが業務委託を受け運営管理を行う。
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像jA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地域の活性化

麗 」Aうま里芋専門部会願 食
味のサ トイモ 「伊予美人」(愛 媛農

試V2号)の ブランドカを高めている。

高齢化が進む中、作付面積を維持 し、

2016年 産で市場販売額4億 円を

突破 した県内を代表する産地だ。　JA

を中心 に機械化体系を確立、10㌃

当たりの労働時間は慣行栽培に比べ

4割 抑制できた。部会長の宝利義博

さん(64)は 農家と]A職 員の対話

の重要性を訴える。
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零JA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地域 のみ らい。

1濃 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地域の活性化

圏 コAう まは2015年 、買い物弱者への地域貢献とJA事 業利用者の利便性

向上を目的に乗 り合いバスを運行 している。運行日は月曜日力、ら金曜日で完全

予約制。利用料金は無料で利用可能者は 「JAう まの組合員」または 「JAう

まで年金を受給 している人」が会員登録した後に利用できる。

乗 り合いバスは8人 乗 りで会員登録した人の自宅と]A施 設や産直市の間を

送迎する。

一2一
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零JA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地域 のみ らい。

1.農業者の所得増大

2。農業生産の拡大

3.地 域の活性化 醗 繋難欝
躇
]Aう まは、地元産特別栽培米 「コシヒカリ ・にこまる」を市

内学校給食 ・産直市に供給しており、食農教育と合わせて力を入
れている。

2014年 度から、次世代を担う子どもたちに食 と農の大切さ

を伝え、学んでもらおうと、あぐりスクールを開講している。普

段、農業に触れ合うことの少ない子どもたちに、田植え体験や特

産のサ トイモ ・お茶の収穫など、さまざまな作物を育てることで

農業の楽しさなど実感してもらう。

5

零jA自 己改革事例集

耕 そう、大 地 と地 域の みらい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

禦織 螺

騙 ◆JAう ま6次 産業化サポー トセンターの取り組みJAう まは、6次 産業化サポー トセンターを2015年11月 に、JA産 直

市ジャジャうま市の敷地内に設置した。'加工設備を備え、複数の加工グループ

が総菜や麺、アイスなどを商品開発 して産直市等で販売している。

◆イー トインコーナー 「ジ ジャうま食堂 を謂店

JAう まは2017年12月 、同]A6次 産業化サポー トセンターにイー ト

インコーナL「 ジャジャうま食堂」を開店 した。主力メニューは、同センター

を利用する商品開発グループの里芋加工研究会がJA特 産のサ トイモ 「伊予美

人」を使って開発した 「伊予美人うどん」。

L
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響jA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地 域の みらい。

1.農 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

爾 JAう まの]A6次 産業化サポー トセンター内にある 「ジャジャうま食堂」が好評だ。食堂は、同センターで開発 した商品を食ぺて知ってもらおうと

2017年11月 に設置。同センターを利用する里芋加工研究会が、JA特 産

のサ トイモ 「伊予美人」を使った 「伊予美人うどん」を中心に提供。18年

3月 から地元食材を使ったかき揚げも用意し、来店客から喜ばれている。

7

零 コA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1農 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

麗ブニ獺 鷺論 憾膿
み)」 の販売を始めた。

付加価値を付けた地元産のブランド

米 「新居の恵み」を、JAが 直接買い

取り、独自に販売を行うことで契約栽

培農家の所得向上を図る。

16年 は4.35㌶ の田んぼで13

農家が栽培した15.36㌧ が完売し

た。販売体制の確立で、年々契約栽培

農家(作 付面積)を 増や し、17年 は

23、55㌧ を生産。18年 は28.

8㌧ の生産量と更なる生産技術の向上

を目指す。

一4一 8



零jA自 己改革事例集

耕 そう、大 地 と地域 のみ らい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

囎
JA新 居浜市で共同販売を行うサ トイモの出荷量が増加している。

]Aは 共販体制の強化を図るため、2015年 度力、ら近隣]Aと の広域選果を

始めた。それまで集荷は2週 間に1回 だったが、平日の毎日集荷が可能になり、
出荷者は天候に左右されることなく収穫作業を行えるようになった。広域選果に
よる規格 ・品質の統一によりサ トイモ 「伊予美人」のブランド化が進み、近年価

格が安定。17年 度からは加工品用に規格外品の受け入れを始め、少しでも生産
者の収入につなげている。

9

奪jA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地域 のみ らい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

麗民齎瓢慧膿蠕麟 忽1認鷺騰藷
耕作の喜びを知ってもらい、農に関心を向けてもらう機会を提供する。

農地を]Aが 借り受け、1区 画約50平 方㍍を年間利用料5000円 で市民

に貸し出す。今後も耕作放棄地を借 り受け、各地に農園を増や していく意向だ。

現在の申込者は 「子どもや孫 と一緒に家族で野菜や花を育てたい」という40
～70歳 代。利用者に対し栽培講習会の案内や、営農指導員が巡回して栽培指

導などを行いサポー トする。また農園近くにある同JAの 農産物直売所 「あか

がね市四季菜広場」への出荷も勧める。

一5一 10



零jA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

驕
]A新 居浜市は、准組合員を 「農業や地域経済の発展を共に支えるパー トナ
ー」に位置付け、准組合員モニター制度を導入し、]A運 営に声を生かす取 り

組みを積極的に行っている。管内の118人 の准組合員をモニターに選定。こ

れまでモニターには、農産物直売所のイベントや農業まつ り、女性部活動発表

会への案内後、アンケー トを行ってきた。
アンケー トの中で総代会に出席を希望する声があったため、2017年 度の

総代会に初めて准組合員モニター席を設けた。総代会に出席したモニターは 「

今まで持っていたイメージとは違って、頑張っていることがよく分かった」 「

農業が基本のJA事 業なので、担い手の確保に全力で取 り組んでほしい」と期待

を寄せた。
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零JA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地 域の みらい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地域の活性化

鵬こ膿塁瓢 品霊藷謝認巖蠕鍵鰯篇篁
もらい、JAフ ァンづくりにつなげることが目的。同JA女 性部組織の高齢化1

が進む中、次世代の若い女性層の獲得を目指す。;

仕事や家事、育児に追われる日常生活力、ら離れ、同世代の女性と一緒に自分;

磨きの時間やコミュニケーションを楽 しみながらスキルアップを図る。野菜ソ1

ムリエによる食育やヨガ講座など女性の関心が高い講座を取り入れている。1

卒業生はフレッシュミズ 「HAMA]0友 の会」を立ち上げ活動を継続している。1

一6一 12
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零jA自 己改革事例集

耕そう、大 地と地域 の みらい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

ノ

i3n地 域の活性化

。鮮 興 、 ・荘 ・f-"・ 麟 町汽 .』1コ 霞
」

___島 戴 鑑簗蕊蕊 嚢灘 警翻

鼠嚇 驚 鷲 彌瑠程1禮饗 認 鎌
た懸垂幕を掲げた。全長4㍍ で、多くの人が行き来する通 りに位置する本館に

設け、自己改革をPR。 たくさんの人に目につくよう、インパク トのある配色

に仕上げた。
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零jA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地 域のみ らい。

1.農業者の所得増大

21農 業生産の拡大
L

3.地 域の活性化

欝一7一

騙 JA西 条は、水田フル活用による農家

の所得増大、農業生産の拡大に向け、加

工 ・業務用タマネギの産地化に力を入れ

ている。2016年 から計画的に施設整

備、大型機械整備などを行い、買い取り

販売を実施。産地形成ができつつある。

16～18年 にかけ、加工用タマネギ

の産地づくりに向けた生産体制の確立を

進めてきた。担い手農家の面積拡大がス

ムーズに図れるよう、JAが 大型機械を

導入してタマネギの機械化一貫体系を確

立。収穫後、タマネギの乾燥や保管、出

荷調製をする施設も設置。また、JA農

業支援課が中心となり、作業員を雇用し

収穫から出荷までの作業を支援する。

14



零jA自 己改革事例集

耕そう、大 地と地域 のみ らい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

題 JA西 条は、地域や企業と連携し、農業活性化の動きが進んでいる。2014年 には、住友化学やJA西 条などが出資して、四国最大級の広さを誇る

野菜カッ ト工場 「サンライズ西条加工センター」が完成し稼働している。農

業者と連携 し、需要の高まる加工 ・業務用野菜の生産 ・販売モデルの確立を

目指 し、取 り組みを進めている。

JAで はマーケッ トインに基づく有利販売を実現することで、業務加工用

野菜の栽培に積極的に取 り組み、加工用野菜の産地化を目指している。

これは 「農業者の所得拡大」 「農業生産の拡大」に向けた働きで、16年

度には機械化体系での面積拡大が各農家で行えるようjAに よる設備投資に

着手し、玉ねぎ用倉庫の設置や新機械の導入を行った。
11

攣JA自 己改革事例集

耕 そう、大地 と地域 のみ らい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

L

騙 」A酬 西条市などと連飢 同市

特産 「絹かわなす」を使ったジャム 「絹か

わなすのコンフィチュール」を開発 し、販

売を始めた。 「絹かわなす」の規格外(良

品)の 有効活用と単価維持が狙い。果肉だ

けを使った黄色のコンフィチュール と皮を

残 した紫色のコンフィチュールの2種 類あ

る。いずれも1瓶120Z5、650円(税

別)。

一8一 16



奪JA自 己改革事例集

耕 そ う 、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1濃 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3。地域の活性化

麗 JA西 条は2016年 に農家の声を自己改革で形にするため、常勤役員に

よる管内の認定農業者を訪問した。組合長、専務、常務、常勤監事が手分け

して、管内全ての認定農業者約200人 と意見交換をした。同JAに 対する

要望や不満を役員が直接聞き、意見を基に営農活動の見直しを図る。

農業者の所得増大を目指す取り組みを最優先に、農業生産の拡大、地域の

活性化の実現に向け、組合員や地域の声に積極的に耳を傾ける。同JAは 、

農業者や組合員、利用者の目線に立った事業の展開を目指す。加藤尚組合長

自らが農家を訪ね、各農家と約1時 間に渡 りじっくりと意見を交わ した。

17

零JA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1.農業者の所得増大

鐘 罰

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化
賭 　JA西 条は2。 、6年7月 、礪 利用者の暮らしに寄り添ったサポー トを しよ

うと、小規模多機能型居宅介護 「武丈(ぶ じょう)の 里」をオープンした。

同施設は、24時 間年中無休で柔軟かつ必要なサービスの提供が可能。家族の介

護負担を軽減し、利用者や家族の生活スタイルに合わせて相談のうえ対応すること

ができる。認知症実践者研修の受講を修了した職員を配置しているため、認知症の

人でも安心して利用できる。

小規模多機能型居宅介護とは、利用者が可能な限り自立した日常生活を送ること

が出来るよう 「通い」 「宿泊」 「訪問」を組み合わせ、家庭的な環境と地域住民と

の交流の下で日常生活の支援等を行うサービス。

「武丈の里」では地域交流室を併設し幅広い年齢層の健康づくりに向けた取 り組

みを行なう。ミニデイや女性部の活動にも参加することができ地域交流をすること

が出来る・
-9-1ε



零JA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地域 のみらい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

13.地 域の活 性化

麗 」A西条舶 己改革の周知綱 員共龍 動の一環で、缶バツジを製作

し、全職員が身に付けている。　 「INNOVATION」 　と 「地域農業」の

文字には、JAが 中心とな り地域農業を変革していくとの意味を込める。親

しみを感 じるように、　JAのPRキ ャラクター 「みの りちゃん」を記載した。

缶バ ッジの活用で、自己改革を常に意識 し実践することや、組合員や地域住

民 と情報を共有することが狙い。

19

零JA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地域 のみ らい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

i,3.地 域 の活 性化

麗A西 条は2。 、7縫 業案内や各事業の連絡先などを一冊にまとめたガイ

ドブック 「安心 ・安全をあしたへ」を発刊した。准組合員や地域住民に同JAの 事

業内容を理解してもらい、利用促進を図ることを目的に製作した。

各事業説明の枠組みには同JAの 特産品 「絹力、わなす」や 「春の七草」などのイ

ラス トで飾った。裏面にはJA西 条の事業所 ・施設マツプや住所、電話番号を掲載。

同ガイ ドブックには、名刺入れとA4サ イズのチラシが入るポケットがついており、

渉外担当者が組合員や准組合員宅を訪問する際や、新規訪問時の内容説明の際に活

用する。
L
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零jA自 己改革事例集

耕そう、大 地と地域 のみ らい。

1.農業者の所得増大

Y

2.農 業生産の拡大

13.地 域の活性化

}

幽 義 了葺・識}慧 熾 圓 週

」
「
叫当
」

宴

ム

麗 　JA西 条は2・ ・8年 ・2月 ・、2の 両日の大感謝祭に合わ踊 しいジV

ンパーを作成した。若者やJAを 利用していない人に、　JAを 知って、身近に感じ

てほしいと、農協というイメージを一新し、全て英語でデザインした。

感謝祭終了後も日々の業務で着て地域に]AをPRす る。

し

21

零jA自 己改革事例集

耕 そう、大地 と地 域 のみ らい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

一11一

爾 JA周 桑は2016年 度か ら、新規品

目の作付けや増産に大規模な助成制度を

展開し、効果が表れている。収益性の高

い野菜や果樹の8品 目を中心 に新規栽培

や面積拡大、新規就農を提案 。事業 開始

から2年 間でキウイフルーツは新規栽培

者24人 、面積は約4.5㌶ 、アスパ ラ

ガスも19人 、約2.9㌶ 増えた。

助成対象は、露地野菜の機械導入(助

成率50%)、 施設野菜の施設設置(国

・県の補助 と合わせて70%) 、新規就

農者がキウイフルーツを栽培する際の棚

設置(100%)な ど。

22



1蕾jA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地 域のみ らい。

{1農 業者の所得増大

"2
.農 業生産 の拡大

3.地 域の活性化
躇 JA周 桑ブロッコリー部会は

2018年 度力、ら、品質保持と

生産者の労力軽減につなげよう

と、出荷時に鮮度保持効果の高

い包装袋の活用を始めた。農家

の負担軽減にっなげようと、時

期に応 じた収穫時間帯の設定

や、]A選 果場での集荷の受け

入れ時間も拡大 し、生産を振興

している。

23

奪JA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

、1.農業者 の所得増 大 ,
f

蕊
鱈

麟

S
轡

＼
,'d

 

2。農業生産の拡大

3.地域の活性化

題 JA周 桑は、海外を視野に周桑産品の販路拡大に取 り組んでいる。2018年8月16日 力、らの3日 間、香港でのアジア最大級の食品見本市 「フー ドエキ

スポ2018」 に参加 し、米粉麺 「おこめん」と裸麦焼酎 「周蔵」の魅力を発

信 した。香港では、小麦粉などのタンパク質を含まないグルテンフリーの関心
は高く 「(おこめんは)他 社製品よりもちもちしておいしい」と好評だった。

一・12一
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i奪ta自 己改革事例集

耕 そう、大 地 と地 域 のみらい。

ナ

、,1・農業 者 の所得 増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化
＼

魑 コA鰯 輌 」Aの独自商品・米
粉麺 「おこめん」の販路拡大を目

指 し、松山大学経営学部の芳賀ゼ

ミと産学連携を展開し始めた。学

問的観点からの提案や学生、消費

者の意見を取り入れ、販売拡大に

つなげる。　JAは 今後、地元での普

及を目指す。

25

・奪JA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地 域の みらい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

13.地域の活性化

監講 騙鶴 諜 懇這簑識 難 監 饗
旬、同大学の学園祭 「熟田津祭」で学生がおこめんラーメンを試作、来場者にP

Rし た。若者への認知度を高め、地元普及を目指そうと同ゼミど産学連携する。

一13一
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零jA自 己改革事例集

耕 そう、大 地 と地 域のみ らい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

羅 山間部や沿岸部を中心に、JA周 桑管内の4地 区を運行する]Aの 移動購買

車 「 周桑ふれあい号」が、2018年11月 から新たに庄内地区での運行を

始めた。

組合員力、ら 「庄内地区でも運行 してほしい」と要望があり始めた。地域住民
への周知徹底に力を入れ、家庭訪問時にちらしを配って案内した他、同地区を

運行するため、他ルー トを見直した。

車内は、]A仕 出しセンターの出来立ての弁当や総菜、直販所 「周ちゃん広場

」の青果、生活用品などが豊富に並ぶ。今年度、以前から強い要望があったパ

ンを導入した。

乙r

零jA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地 域のみらい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

魑]A周 桑は 弁当や折 り詰め勘 扱う 」A仕 出しセンターを拠点{E・　JA
女性部と連携して地元農産物を活用 した6次 産業化に取 り組んでいる。201

6年 度からの第5次 中期3力 年計画の重点課題 「6次産業化への取 り組み」の

一環で
、農家所得の向上を目指す。

JA女性部OG有 志でつ くる 「周ちゃんおひろめ隊」と連携した商品開発に取

り組むおひろめ隊との連携でレシピ数は増え、現在約60品 を展開。

一14一
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零JA自 己改革事例集

耕 そう、大 地 と地 域の みらい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

羅 も㍊鰍{識 薔錨魏灘 塗鑓瓢鑓叢藥
自己改革の着実な実践を目指す。

29

奪JA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

購 JAお ちいまばりは2017年4月 、管内主力である果樹農業の新たな担い手の育成と果樹産地の生産振興を進める 「新規就農サポー ト事業」を始めた。今治市上

浦町の耕作放棄地をかんきつ農業ができる園地へ再整備し、研修園地として活用。

就農希望者が将来自立 して農業を営むことができるよう、栽培や管理を実践 し農

業経営を教える。研修生の住居もJAと 行政で対応 し、地域のしきたりや風土に

もなじむよう実践指導も行う。

一15一
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零jA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

麗篇 鑑摯謙灘蠕鷹讐霊叢轡了篁輪
け、集落営農を検討する農村集落からメンバーを募り、集落営農に必要な諸制

度の周知や課題の洗い出しなど、専門家を交えながら学ぶ。研修会は、複数回

行い、県内外の先進地視察や専門家を招いた会計税務研修なども実施。各地区

の農事組合法人を経営する生産者なども参加する。

3f

零JA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1濃 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

一r

＼ ＼

魑 JAお ちいまばりは2017年 、果実の選果場運営を3つ(し まなみ共選・くるしま共選 菊間共選)か ら2つ(し まなみ共選 ・おちいまばり共選)に 再編し

た。おちいまばり共選のくるしま作業所ではくるしま ・菊間管内の全期間のミ

カンと、伊予力ンや 「不知火」など10種 類以上の中晩柑類を選果する。一方、

菊間作業所では管内全域の 「愛媛果試第28号 」(紅 まどんな)と 「甘平」、

キウイフルーツの3品 目を選果する。地域別で選果していた果実を品目ごとに

集約 し、規格統一と数量確保を狙い、市場での有利販売につなげる。

一16一
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馳A自 己改轟 例集
耕 そう、大地 と地域 のみ らい。

1濃 業者の所得増大

2。農業生産の拡大

3.地 域の活性化

職kA篇 膿 諜 繕讐論鵠差鳶纂 欝
JAが 農地を確保し、同社が借り受ける。現在は米麦の他、キュウリや里芋、イ

チゴなど多様な野菜を取 り入れて農業生産を行っている。人材育成は地域の強い

要望を受けたもので、研修生を受け入れ経営のノウ八ウを教える。

1年 目は従業員としてさまざまな品目の栽培技術、機械の使い方などを広 く学

ぶ。2年 目は経営感覚を身につけるため、担当を持たせて研修を修了する。

高齢化が進む中、水田の耕うんや定植、収穫、除草などの作業受託も行ってい

る。33

彙JA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地域 のみ らい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

」
! 嘉

騒Aお ちいまばりば 今治市のテントメーカー越智工業所と共同でJA専用の
「J(ジェイ)テ ン ト」を開発 した。農機具の保管や農作物の一時保管、農作物

の選別作業場など幅広く活用してもらい、営農活動に役立ててもらう。

開発は、生産者や組合員から、作業の効率化や省力化への支援などを求める

声を受けた。コA専用のテン トを製作するのは全国的にも珍しい。

一・17一
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零jA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地 域のみ らい。

1濃 業者の所得増大
＼

'2
.農 業 生産 の拡大

K、

3二地域の活性化

鷹 撫
麟 駐1

鷹癒慧篇
騙た儘薇瀧認鷲 鷲篇警讃欝呂ξ鱈
ながった、全国でも珍しい複合型店舗で地域住民の憩いの場を提供 している。

金融、営農、直売部門が三位一体で地域と関わっていくことで、よりJAへ

の理解を深め、協同活動を実践する。

35

彙JA自 己改革事例集

耕 そう、大 地 と地域 のみらい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3、地域の活性化

「璽躍騨警墨
s.蒙

」 二㌧1 縷聰
憂鳶;

・祠 劉

弱

 

量豊`}卸ξ
£
ダ
、↓

槽

登

鵬!耀 翻 瓢1瓢 識了合轟 認 躍 蠕
3人 だった栽培者は17年 度は94人 に増加。今年度末には110人 で約

6㌶ を栽培する予定だ。

18年9月 中旬にはコA直売所 ・さいさいきて屋で新規栽培者説明会を開

いた。説明会は定植期に年に2回 開き、今回は32人 が参加。越智今治農

協花卉(力 、き)部 会の部会員やJA営 農指導課の西部純一指導員が、品種別

の特性や栽培管理、病害虫防除、収益性を説明。16人 が今年度がら栽培

を始める。

一18一
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]

零jA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地 域 のみらい。

1農 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化
ト、

k"it・1

驕 」Aおちい鋤 は2・ ・8年度 コA自雌 の一環で東京都の日本大学
商学部教授の川野克典ゼミナールの学生と、]Aの 直販事業の経営管理制度の

再構築と実績測定評価の取り組みを始めた。農家所得増大に向け、消費者アン

ケー トや同直売所に併設するカフェや食堂の事業評価などを行う。19年12

月の経営管理制度最終案作成まで、調査 ・研究を進める。

37

零JA自 己改革事例集1

耕そう、大 地 と地 域 のみ らい。

、1.農業者 の所 得増 大

2.農 業生産の拡大

3.地域の活性化

麗 　 JAお ちいまばり膿 家視点の自己改革を加速するた嬬 定農業者と各
部会役員を中心に意見集約をしている。JAへ の意見や要望などを聞き取 り、

自己改革のヒン トや課題を探る。

2018年4月 下旬に常勤役員が認定農業者を戸別訪問し、5月 は管内]A

グ リーン13地 区で意見集約会を開いた。JA農 業振興計画の実践を報告し、要

望や課題を約200人 から意見集約した。'

L

38
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零jA自 己改革事例集

耕 そ う 、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化
騙Aお ちし、まばりでは2。 、6年9月 、新たな群 難 グループ 「フレツシュ

16(い ちろく)」 が誕生した。グループは、]A女 子大学 「おちいま～じゅ」の

修了生らで構成する。全国で初めて女性准組合員として経営管理委員となった徳丸

和江さんが中心となって呼び力、けた。JAの 事業や活動に賛同し、]Aに 関する知

識を深めようと若い世代の女性が立ち上がった。

同 コAは 、女性部員の高齢化と減少により、次世代対策の必要性が急務となって

いる。地域の若い世代の女性に農業やJAの 取 り組みを知ってもらおうと12年 度

からJA女 子大学 「おちいま～じゅ」を開校。組合員の加入促進につなげてきた。

利用者としてだけでなく、組織運営や活動に次世代の意見を積極的に取 り入れてい

る。

零jA自 己改革事例集

耕 そ う 、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1、農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地域の活性化

拠

お

興

献

㌃
今

の

弧
振

貢

0

、

動

゜
業

も

8

は

活

ト

農

に

、
」

た

ツ

、
り

も

園

し

ケ

け
K

に

農

差

一
つ
づ

他

民

根

マ
き

ン

。
市

に
ズ

引

ア
だ

型

し

一
を

フ
給

験

ら

マ

々

の
供

体

暮

一
人

弧

の
　

、
ア
で

と
材

゜

方

フ
力

業

食

る

一
る
魅

農

産

す

む

け

な

域

場

開

進

続

彩

地

地

展

が

を

多

た

の
を

化

化

、
つ
へ
育

゜

型

進

は

立

食

教
だ

大

も

」

に
給

験

園

の
今

屋

点

校

体

農

舗

、
て
視

学

農

貸

店

ど

き

的

、
食

る

え

な

い
期

が

の
す

応

る
さ

長

つ
数

と

に

す

い

二

複

象

待

能

さ

ず

の
は

対

期

機

　

ば

そ

で
を

の
も

り

及

゜
園

者

者

て
ば

に

る

農

住

用

し

ま

う

い
設

在

利

と

い

言

て
併

市

点

ち

は

し

の
治

一20一
40



彙jA自 己堕革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

甦1麟 灘鑑 灘曇
力を強めようとコミュニティー誌 「J㍑

AWAJAWA　 (じゃわ じゃわ)」 通;1

巻第10号 を発行 した。

発行部数4万6000部 。3AWA

コAWAは 「JAの 和」という意味を;

込め、地域住民にJAや 農業理解を深　ll

めてもらおうと発行する。

・囎 JAお ちいまばりは自己改革を見え

る化 し、情報発信力を強めようと、事

業内容の紹介や各事業の連絡先な どを
一冊にまとめたガイ ドブ ック 「コAお

ちいまば りグル ープ事業案内」を発刊

した。7年 ぶ りに一新。組合員や地域

住民に]Aの 事業内容を理解 してもら

い、利用促進を図ることが目的。さら

に、地域に根差 した コAと してファン

づ くりを進める考え。

41

奪jA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1濃 業者の所得増大

2。農業生産の拡大

3.地 域の活性化

轟J麟 蕊麟 甥㌫ 盤 隷篇纏齎實欝 瓢 る.

42
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」零

jA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地 域の みらい。

1.農業者の所得増大
x・

一 一

2。農業生産の拡大

3.地域の活性化
叢轟慮

'N
ぷ 千菖

＼.

詔

魑 JA今 治立花管内は、米 ・麦を中心とした都市近郊型の農業地帯だ。JA管 内

の基幹作物の稲作の出荷量約200㌧ のうち、 「ヒノヒカ リ」が約80%を 占め

る。その中か ら30㌧ の 「ヒノヒカリ」を、JA管 内で収穫された米 として一つ
一つ丁寧に愛情を込めて精米 し

、丁立花 くみあいマーケッ・ト郷店」で販売 してい

る。店頭では 「今治立花産ひのひ力、り」としてパ ッケージされ 、地域の人に愛さ

れる、店で売 り上げナンバー1の 人気商品。

JAで は 「今治立花産ひのひ力、り」を独自販売することで、 コAが 少 し上乗せ

した価格で買い取ることができる。それを財源にプール計算を し、追加払 いを行

つて農家手取 りを上げる取 り組みを している。

し
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馨JA自 己改革事例集

耕 そう、大 地 と地域 のみ らい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

麟A搬 花のデイサービスセンター【よ 管内の幼稚園や」A女1生音噸 と

のふれあいを大切にした取り組みを続けている。センターと隣接する立花幼稚園と

は、園児が歌や遊戯を披露したり、リ八 ビリクッキングを行ったりと様々な交流を

続けており、心のふれあいを大事にレている。園児たちも、年齢の異なる交流を通

して、人と関わる楽 しさや喜びを感じてもらい、豊かな経験を育むことが期待でき

る。
L

一22一
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零JA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地域 のみ らい。

1農 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地域の活性化

瓢A今 治立花では地産地消に力NR,作 る

楽しみを地域の子どもたちに伝えるため、学

校給食への食材提供と食農教育に力を注いで

いる。消費者の立場を考えた 「食の安全」や

「地産地消」への取 り組みは、35年 余 り続

いている。

学校給食との関わりは、1983年 力、ら行

政との連携によって地元で取れた安全な有機

農産物を供給 したことから始まり、継続した

取り組みが広が りを見せている。特に、管内

小学校で行っている学童農園は全国でも珍 し

い小学校での有機JAS認 証を取得 した。

45

零jA自 己改革事例集

耕 そ う 、大 地 と 地 域 の み ら い。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地域の活性化

圃A今 治立花{よ 立花幼稚園と連携し食農教育に力を入れている.も ともと農

家支援のために農協立として創立された幼稚園が、食と農の大切さを伝え、地域ぐ

るみで子どもたちを育む場になっている。

幼稚園の創立は1955年 。当時の旧立花農協の周辺には幼稚園が少なく、小さ

な子どもがいる農家が農作業に専念できるよう、立花農協立としてスター トした。

一23一
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零jA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地 域の みらい。

1.農業者の所得増大

2。農業生産の拡大

3.地域の活性化

＼{
㌧J'ギ ∴ 、

1'

{

鵬]A松 山市ば 」Aバ ンクえひめの
助成金を活用 して農業機械を購入し、

生産部会や集落営農組織にリースして

いる。リース料金は、農機購 入代の1

割という低価格に設定し、利用者力、ら

好評だ。作業の省力化や生産コス トの

低減を図り、生産拡大と所得向上へつ

なげる方針。

jAは2016年 ～18年 にかけて

、農業を振興できる生産部会や集落営

農 組織を対象に、要望があった農機

を]Aが 購入し、リースしている。9

組織に15種 類19台 の トラクターや

管理機、堆肥散布機などを貸し出す。

農機購入代の半額を同助成金でま力、な

い、残りはJAが2200万 円の事業

費をかけ行っている。
47

零jA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

一24一

麗 高齢化や担い手不足が深刻化する中
]A松 山市は、次代を担う後継者の育

成を支援 し、地域農業の振興を図ろう

と、 「設立50周 年農業担い手育成支

援資金」を創設している。

この資金の給付予算総額は2千 万

円。同JAは2014年 に設立50周

年を迎えたのを期に、 「農業担い手育

成支援資金」を創設した。就農後5年

未満で、満40歳 以下であることなど

の要件を満たす人を対象に、年間10

人を募集。一人につき年間20万 円、

5年 を限度として給付する。
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零JA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地域 のみらい。

1.農 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3、地域の活性化

緊
k 蓄

・一 ・マ

贈 JA松 山市は独自米の販売に力を入れている。1生産者がjA出 荷 した

米を全量買い取 り、業者に販売する。

農家所得の向上を目指し、2018

.年度以降は収穫前に、業者と数量な

どを取 り決める契約出荷を検討して

いる。消費動向を踏まえた需要の高

い品種を栽培 し、有利販売へ とつな

げていく方針だ。

同JA管 内では、2部 会1団 体が

平野部と山間部で、にこまるや久万

高原清流米などの独自米を栽培する。
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彙jA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地 域のみ らい。

1濃 業者の所得増大

i2 .農 業 生産 の拡大
k

3.地域の活性化

一25一

国轡
{認篇 麟 蹴 禦悪
る。レタス部会員と、同時期に圃場

(ほじょう)準 備を行う蚕豆部会員が

対象。2016年9月 から年末までに

63人 、988㌃ を受託。高齢化によ

る生産者の減少に歯止めをかけ、労力

軽減と作付面積の維持 ・拡大につなげ

る。

産地の維持に努めようと、02年 か

らマルチ張 りの支援事業を導入。同J

A営 農指導員などが2人1組 でマル

チャーでマルチを張 り、管理機で土上

げと溝切りをする。生産者はマルチを

押さえたり、四隅の土上げをしたりす

るなど補助。10㌃ 当たりの料金は5

000円 で、マルチと肥料代は生産者

が別途負担する。手張りに比べると、

4分 の1の 時間で張り終える。
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零jA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地 域 のみらい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

(,3・地 域の 活性 化 魑 難 同」Aの子会社㈱松山生協頗 い搦葛者を支援する醐 売

車 「まる芽ちゃん号」を松山市や東温市の一部や久万高原町に計3台 導入して

いる。それぞれ近隣にスーパーマーケッ トがない地域を運行する。

「買い物弱者」を支える他、高齢者の安否確認の役割も果たす。

　　 Qil;ngllllllll1

JA松 山市管内の久万高原町の一部で2017年10月 から、金融窓口を備

える移動金融店舗車 「ぱんジャ号」が運行している。JA愛 媛県信連が導入し

た同車を県内のJAで 初めて運行。中山間地に直接出向 く金融サービスの提供

で、利用者の利便1生を高める。

大規模災害時にも対応する。地震などで店舗が停電や倒壊でサービスの提供が

困難な場合に、同車を派遣し金融サービスを確保する。-1

零JA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地 域の みらい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

(,3.地域の 活性 化
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零jA自 己改篁事例集

耕 そう、大 地 と地域 のみらい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地域の活性化

麗蕪蠕鷺
己改革の成果を紹介するコーナ

ーを新たに設けた。事業の進捗

(しんちょく)状 況の 「見える

化」を図るため、2018年4

月号から掲載をスター ト。実績

紹介だけの一方的な誌面 になら

ないよう、組合員の賛否両論の

声も取 り上げる。組合員の事業

の活用 と理解促進につなげる。

53

零jA自 己改革事例集

耕 そう、大 地 と地域 のみ らい。

1農 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化 慮ン
購 　　JA松 山市(a・ttilbnt住民向けのコミュニティー誌rP・k・tt・(パ クツと)」
を大幅にリニューアルする。若年層が夕一ゲッ トだったが、中でも小学生を子に持つ

親に絞り、親子で農業やJAを 楽 しく学べる誌面に仕上げた。2018年9月23日

に地元新聞に折 り込み、管内全域に配布。JAの 総合事業や農業の魅力を発信する。

同誌は、地域住民に同JAや 農業に親 しみを持ってもらおうと16年 力、ら年3回 発行す

る。誌面内容の協議で 「子ども向けにしてみてはどう力、」　 rJAは 農家 しか利用できな

いというイメージが強い」と意見があり誌面変更に踏み切った。

54
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零jA自 己改革事例集　　

耕そう、大地 と地域 の みらい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

騙 次世代 に向けた農業基盤の確立を図

ろうとJAえ ひめ中央は、 「次世代の

担い手育成」に力を入れている。

JAは 、就農希望者の受け入れ体制

を確立するため2015年 に新規就農

研修センターを新設。1、2年 のプロ

グラムで研修を実施 し、これまでに約

30人 が就農 した。県内外力、ら集まっ

た就農希望者は]A担 当職員との面談

力、ら、就農希望品目を絞 り、果樹班 と

野菜班 に分かれ研修をスター ト。農業

次世代人材投資事業準備型を利用 し、

新規就農研修生として原則2年 で栽培

実践研修を受ける。同センターは、技

術習得や園地あっせんなどの支援を行

う他、農業経営勉強会 と題 し、就農後

に経営者 として必要となる確定申告や

経営分析、経営改善の手法などを身に

付ける座学も行う。
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奪JA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地域 のみ らい。

1濃 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地域の活性化

ダ}v
.・d　 ll

覇 JAえ ひめ中央は2018年 度、J

Aの 新規就農研修センターに、大規模

経営者を目指す就農希望者が対象の 「

法人経営者育成コース」を開設した。

同コースの第1号 研修生は、伊予市出

身の松田龍治さん(28)。JAは 管

内で大規模経営者を育て、産地の活性

化を狙う。

15年 に新設した同センターは、就

農希望者に技術指導や農地をあっせん

し、約30人 の就農を支援 してきた。

本年度開設した同コースは、]A臨 時職

員として農業経営技術を3、4年 かけ

て学ぷ。

56
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零JA自 己改革事例集

耕そう、大 地と地 域の みらい。

1濃 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

麗ll緻 鵬 麟 瓢 蜘1男㌫認 る篶騙 鷺;
術員が品目にかかわらず支部単位で営農指導 していたものを推進品目に特化1

し、支部の垣根を越え担当工リア全域で指導するもの。18年 度 は24人 の

果樹担当技術員のうち、13人 が担当支部を超えたエ リア指導を展開する。
JAは 、経験歴の違いからベテランと若手技術員に指導レベルの差が出るこ

とを問題視 していた。担当者 による専門的な指導が、満遍なくできよう同体

制を導入。エ リア担当技術員の講習会などに若手技術員が同行 し、技術力 ・

指導力も向上 している。
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零JA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1濃 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

魎 コAえひめ中央鰍 ピーマンの
産地振興が進んでいる。既存の輸送ル

ー トを改善 し、共選施設がな力、った地

区のピーマンを集荷。生産者の選果や

輸送の労力が軽減でき、改善から3年

目の2018年 、作付面積は過去最大

の前年比7%増 の386㌃ 、計画生産

量は同 、7%増 の235㌧ と成果を上}

げている.}

JAは16年 力、ら5力 年で行う第4

次営農振興計画で、ピーマンを推進品{

目に選んだ。面積や出荷量の増加、販;

路拡大で信頼される産地づくりに取り1

組む。}
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彙jA自 己改革事例集

耕 そう、大 地 と地域 のみ らい。

1濃 業者の所得増大
N

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

締 .ふ
"↑1を 込

・.・・v'・・-ttS'hte・ ・4

ー、㌘ 曇 、

幽 農家の所得向上につなげようと]Aえ ひめ中央は2016年 度力、ら、]A独 自の農

業融資商品 「JAえ ひめ中央ブラン ド・パ

ワーアップ資金」をスター トした。同資金

は、JAの 推進品目を栽培するために一定

の条件を満たす組合員を対象に、必要な設

備資金を金利負担無く貸 し付けるもの。農

家負担の大きい設備投資においてJAが 資

金面で後押 しすることで、JA管 内での新

品種の栽培や施設導入、規模拡大などにつ

なげていく。

「この農家が必要なものは何か」 「もっ

と借 り手がわか りやすい融資商品を作れな

いか」との思いからスター トした同資金は、

17年 度力、ら新規就農研修センターを卒業

した新規就農者に限定して、独り立ちでき

るよう運転資金においても利用を可能とし

た。
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零jA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地 域のみ らい。

1.農業者の所得増大

2、農業生産の拡大

3.地 域の活性化 魑 松山市伊台の神野哲彰さん(39)、 さやかさん(33)夫 婦は、　JAえひめ中

央新規就農センターと行政が連携し、耕作放棄地を集約、整備、あっせんした第

一号の農地で営農を始めた農家だ
。果実や野菜、花木を合わせ計1,4㌶ を管理

する。地域の担い手として期待が高まっている。

親元就農ではない2人 が、初めからこれだけの園地を自分たちだけで探すのは

至難の業。2014年 に就農を志した2人 は、当時新事業として就農のためも園

地のあっせんや技術指導などの就農サポー トを始めた、剛Aを 訪れた。住む場所

から近く、立地条件の良い園地が見つかり、2人 は2年 間、同JAの新規就農研修

センターで学んだ後、就農した。
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零JA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

囎 ]Aえ ひめ中央は2018年8月24日 、おひさまキャンペーン隊 「JA

S出(ジ ャッシュ)」 の委嘱状交付式を した。JAS川 は、地元イベン

トや県外の大型消費地に出向き、JA産 農産物の試食宣伝販売などを行うJ
A女 性職員でつくるグループ。結成6年 目で、今年度は16人 がかんきつを

中心としたJA産 農産物を笑顔と元気でPRす る。

JASH.!は 、支所の窓口業務や営農指導、販売業務など、異なる部署の職

員で構成する。野菜ソム リエの資格を持つ人やみ力、ん大使などもおり、生産

者の声や]A産 農産物の魅力を消費者に届ける橋渡 し役 として、活躍に期待が

力、かる。
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零JA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

霜
JAえ ひめ中央は2017年4月 、中山間地のライフラインを確保 しようと、

内子町小田地区に移動購買車 「まるえちゃん号」を導入した。同車は週5回 の

ペースで立石方面や本川方面など各ルー トを巡回。地域を見守る役割も担い、

買い物に不便を感じている高齢者の暮らしを支える。中には、手造 りみそ 「小

田の里」など地元の特産品を用意し、地域に親しんでもらえるよう工夫を凝ら

す。

敬
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豪jA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1.農 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

羅響]Aえ ひめ中央は2017年
12月22日 、松山市にあるJA

農産物直販所 「太陽市(お ひ さま

いち)」 花き花木売場の新店舗を

オー一:プンした。品ぞろえの良さと

専門知識を持った職員による対応

を武器に、同業他社 との差別化を

図り、売 り上げ向上を目指 してい

く。
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奪JA自 己改革事例集

耕 そ う 、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

えひめ中央農業協同組合と社会福祉法人松山市社会福祉協議会との

連携に関する協定書 調 印 式

覇 　 JAえ ひめ中央と社会福祉法人 枷 市社会一 会は2・ ・8年6月2・ 日、 「
活動拠点の提供と確保」や 「社会貢南犬活動の推進と財源確保」などで協定を結んだ。少

子高齢化が進む中、協定締結で重層的なサービス提供体制を築き、環境 ・文化 ・福祉へ

の貢献を通じ、安心して暮らせる豊かな地域社会の実現を目指す。

結んだのは 「地域福祉活動推進に係る協定」。主な動きとして①協議会にJA所 有施設

の一部貸し出す②JAは 売り上げの一部を協議会に寄付③協議会はJA商 品の紹介を通じて

活動を支援する一 など。
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1零jA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地 域 のみ らい。

・1濃業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

L

K

驕 JAえ ひめ中央はjA産 のブラン ド農産物の認知度向上と消費拡

大につなげようと 「季節の果実直

送定期貯金」シリーズを2015

年がら始めている。一定金額の定

期貯金を契約するとJA産 の果実

が宅配でプレゼン トされるもの。

同JAが 全国生産量一位を誇る

高級中晩柑 「紅まどんな」や 「せ

とか」、 「甘平」、 「カラマンダ

リン」、 「ピオーネ ・シャインマ

スカツ ト」を取 り扱い、いずれも

好評だ。

また、18年11月 より、農産

物の広域PRや 地域農業の振興を図

ろうと、　JA京 都にのくにと、双方

の農産物を特典とした金融商品を

始めた。
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零JA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地 域の み らい。

1濃 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地域の活性化

覇 JAえ ひめ中央は2016年 、働く女

性を応援する女性専用住宅ローン 「姫ま

どんな」の取り扱いをスター トした。女

性特有の病気に備えるため、がん検診無

料チケッ トを配布する他、諸条件を満た

した人に限り、10年 固定金利選択型の

店頭金利より最大0.5%の 金利引き下

げを行うなど、女性にやさしい商品と

なっている。

女性専用住宅ローン 「姫まどんな」は

JAの 女性職員を中心としたメンバーで、

半年間話し合いを重ねて誕生。同JA出

荷の大人気中晩柑 「紅まどんな」にあや

かって女性らしい商品名をと 「姫まどん

な」と名付けた。商品特典であるがん検

診チケッ トは、仕事と家事を両立してい

る女性の健康への備えを応援するため、

住宅ローン契約期間中にマンモグラ

フィーや子宮細胞診を]A愛 媛厚生連で

合計10回 受診できる。

し
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零JA自 己改革事例集　　

耕そう、大 地 と地域 のみ らい。

1.農業者の所得増大

q
t」 鳳

 

2。農業生産の拡大

13地 域の活性化

欝 躍園躇 魯.

』

鵬 」Aえひめ中央{舳 員の育児
休業後の復帰を支援 し福利厚生を

充実させようと西日本工 リアの]

Aで 初めて企業主導型保育を始め

る。2019年3月 、松山市の同

JA本 所 と同一敷地内に 「おひさ

ま保育園」を開園予定。保育対象

は0～2歳 で定員は18人 。うち

半数を地域枠 とし、地域の待機児

童改善や若年層のJA利 用促進を

図る。
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馳A自 己改革事例集　　

耕 そう、大 地 と地 域のみ らい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

i3.地 域 の活 性化

囲 　 JAえ ひめ中央{よ 」A利用
が少ない若年層の来店を増やそ

うと、2019年 版JAカ レン

ダ ーの 「ぬ りえコンクール」を

始めた。応募は最寄 りの金融店

舗への持参 とし、応募者 とのコ

ミュニケ ーションを図る。作品

は応募期 間中、各金融店舗で掲

示 し、来店を促す。

L
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彙jA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地 域 のみ らい。

1濃 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

β.地域の活性化

認 」Aえひめ中央管内の魅力ある農産物をあしらったラツピングバスが2・ ・8
年6月1日 から、松山市で運行を始めた。　JAの 自己改革に対する意気込みを多

くの地域住民に知ってもらおうと、バスの背面に、　JAの 第6次 中期計画(案)

のスローガン 「挑戦～未来に続 く産地と人づくり」を大きく掲示した。

し
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零JA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地 域 のみ らい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

'3
.地域の活 性化

魑 ]A自 己改革の取り組みを分力、りやすく伝えようとコAえ ひめ中央は、組合

員向けの月刊広報誌 「まるえびより」

の2018年6月 力、ら、写真を前面に

出した新連載コーナー 「写真でキリト

ルJA自 己改革」を始めた。取り組み事

例や進捗(し んちょく)状 況などを公

開し、組合員の理解を促進する。

自己改革の認知度を高めようと]Aは

昨年度、17年6～10月 号に特集を

掲載した。青年農業者座談会での要望

や回答、理事の対談や総代アンケー ト

結果などを公開した。単発特集で終わ

るのではなく、連載化で読者の興味を

引くことで、認知度向上につながると

い今年度も継続した。

18年 度からは、写真をメインに文

字を少なめにした誌面構成に変えた。

農業者の所得増大、農業生産の拡大、

地域の活性化に関する取り組み事項を

毎月一つずつ、全12回 紹介する。
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令jA自 己改革事例集

耕 そう、大地 と地域 のみ らい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

ン著
轟
藷

翌

さ

、メ

Ysu

魍
]A愛 媛たいきは農業生産の拡大と農業経営の効率化を図ろうと2017年 、1

タブレット端末を導入した。リアルタイムでの情報共有を生かし生産現場での1

指導力を強め、農家の生産性向上を目指す。1

同JAは 、第4次 農業振興計画に 「生産性向上に向けた指導」を掲げる。こ

の一環でタブレット端末を導入。役員、営農部、畜産部、支所 丁ACに 計301
ミ

台を配布。即応体制と取得情報の共有など活用範囲は多岐に渡る。担当者らが s

組合員や担い手を訪問する中で、データ化 した栽培指針や注文書などにより現

地の指導力の底上げを狙う。他にも、インターネットを活用した位置情報で園:

地情報の整理や職員間の情報共有を進め、迅速な指導対応ときめ細かい支援に

つなげる。71:

零JA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地域 のみ らい。

1農 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

囎]A愛 媛たいきの莇 所 「愛たい菜」(大 洲市)(s・"ll工 食品の売 り上げ
が3割 を占め、野菜と肩を並ぺるまでになっている。出荷者が競って菓子、

総菜、漬物、乾物などを製造するため品数が豊富。方言を使った商品名や出

荷者のロゴマークなど、興味を抱力、せる商品作 りで客を集める。
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零JA自 己改革事例集

耕 そ う 、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1.農業者の所得増大

i鷺二ふ 、,.

＼

tL:V　lデ 噂 ぺ

い 一
獄〆

羅
2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

嵩 癬
鍵
羅 」A愛媛たいき馳 域の輔 な
農家がJA職 員や農家に対 し、栽培技

術を指導する 「営農ア ドバイザー制

度」を立ち上げ、管内農産物の品質

向上に取 り組んでいる。ブドウや栗、

キュウリなど生産量の多い7品 目で

実施。品質の高位平準化を実現した

ことで、ブ ドウと栗は2017年 産

の販売高が約1割 伸びた。今後は対

象品目の拡大や、ア ドバイザー協議

会の設置を検討する。

73

零JA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地域 のみ らい。

1農 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

購 コA愛媛たいきは産地力向上を目指Us冷 醐 したブドウ 「シヤインマス
カット」の販売を本稼働させた。歳暮やクリスマスなど、贈答需要が高まる1

2月 に出荷 し 「農業者の所得増大」 「農業生産の拡大」につなげる。

コAは 、第6次 中期経営計画で販売高の拡大と販売促進の強化を掲げ、企画販

売や直販の拡充に取り組む。 「冷蔵富有柿」の販売も行い、生産者の所得増大

を支援する。
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肇jA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地域 の みらい。

(1濃 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

覇 JAえ ひめ南、JAひ がしうわ、JA愛

媛たいきの3JAは 合同で、米のセッ ト販

売を2017年11月 に始めた。商品は、

米の生産が盛んな3JAそ れぞれの米の食

べ比べができる。商品をキューブ型(真

空)に 成形。1個 当たり2合(3002ラ)

の食ぺ切 りサイズに仕上げた。米が特産の

JA色 を前面に出し、米の消費拡大と特産

米をPRし 農家の所得増大につなげる。

JAの 垣根を超え、合同で米のセット販

売を行うのは全国的に珍 しく、県内では初

の取り組み。

商品名は、県南部の南予(な んよ)地 方 一
T
に位置する3コAか ら 「ふるさとなんよ三

米(ざ んまい)」 と名付けた。JAえ ひめ

南は 「三間米」、JAひ がしうわは 「宇和

米」、]A愛 媛たいきは 「蔵川米」をセッ

トで販売。

し
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零jA自 己改革事例集

耕 そう、大 地 と地 域 のみらい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化 認 」A愛 媛たしN9(a・ オ リジナル金融
商品 「合併20年 記念貯金キャンペー

ン」の販売を2018年4月2日 から

行った。農産物付き定期貯金 「つなが

る愛20」 、金利上乗せ定期貯金 「育

てる愛20」 の2商 品。20年 の記念

ロゴも作 り、日頃の感謝の気持ちを

PRし た。
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像jA自 己改革事例集 ・

耕 そう、大地 と地 域 のみ らい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

(3.地域の活性化

鷲蕊
菅h

愚禮

魑 」A愛 媛たいきは2・ ・8年4月 ・日【こ合併2・ 年目を迎えく組頷 や地域
住民にPRす るため記念ロゴを制作した。広報誌に掲載する他、ロゴマーク入

りの封筒や職員の名刺に印刷するなど、理解醸成を図るとともに知名度アップ

を狙う。
L
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零jA自 己改革事例集

耕そう、大 地と地域 の みらい。

1濃 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

ほ ・地域の活性化

魑 ]A愛 媛たいきのコンビニエンスス トア 「セブンーイレブンJA五 十崎支所
前店」(内 子町)で2016年 力、ら、移動販売車 「セブンあんしんお届け

便」が運行 している。食料品や生活用品など約200ア イテムを積む販売車

が、内子 ・五十崎地区で週5日 の5ル ー トを定期巡回 し買い物弱者を支援す

る。

移動販売車はセブンーイレブン ・ジャパンカ、ら1台 借 りて運行する。軽 ト

ラツクの荷台を専用車両に改造している。
し

アび
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彙jA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

圏 職員の意識統一とJAの 知名度向上を図ろうと、JA愛 媛たいきは2016年9月 、オリジナルポロシャツを作った。昔懐かしい 「農協マーク」が入った

ポロシャツを全役職員に配布。9月29日 に全役職員が着用し、気持ちを一つ

に業務 にあたった。

デザインは営農部販売精算課が担当。背中に 「農協マーク」を使用すること

で、農協職員として過去の業績を引き継ぎ、将来の局面を切 り開く 「継往(け

いおう)開 来(力 、いらい)」 を表現。左の腕と襟に太さが違う二重ラインを入

れた。太い線で過去の業績を、上部の細い線で新 しく切 り開く将来の局面を表

した。同JAが 原点を忘れず、これから太く大きくなる意思を込めた。
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零JA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

魑の編 繋驚、欝 警麟2鑑 三轟 灘 蕃鑑 縷
に寄り添い、支援の声を集めていく。
]Aは 、第6次 中期経営計画で広報活動の強化を掲げ、さまざまな媒体を活用

し情報発信の充実に取り組んでいる。支所だより発行の背景には 「異動して職

員の顔が分からない」 「担当者の名前と顔が一致しない」など組合員からの声
があった。
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零jA自 己改革事例集

耕 そう、大 地 と地 域のみ らい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

、3.地域 の活 性化 魑2管翻 響藁瓢 霧 甕奇麟 鑑 驚 嶽
き」を発行 した。JA独 自の広報キャッチフレーズ 「農とYOU(あ なた)食

をつなぐ」を前面に出し、管内の生産者やレシピなどを紹介。地域住民の理解

促進につなげる媒体として活用していく。

B4判 、フルカラー、オール4ペ ージで1万 部作成 した。表紙には16年 に

商標登録した昔ながらの稲穂マークを籾(も み)で 表現し、JA色 を強 く打ち

出す。

ターゲッ トはフリーペーパーを手に取る同管内の子育て世代の主婦。管内の

旬の農産物を使い同JA産 直市 「愛たい菜」の野菜ソムリエなどが考案したレ

シピも掲載 し、消費拡大につなげる。主に渉外担当者が顧客宅に持参する他、

ガソリンスタンドで手渡した。
8i

零JA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地域 のみらい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3、地域の活性化

購 愛媛県のJA愛 媛たいきは、 「つながる愛」をコンセプ トにした独自のテ レビC

Mを 制作した。2018年1月 から3月 末まで県内の民放3局 で放映。16年 度に

続 く第2弾 で、管内の農業を次世代につなぎたい思いをPRし た。

CM撮 影は管内の大洲農業高校の実習田で行い、生産者や同校の生徒、JA役 職

員ら366人 が参加 した。JA女 性部らが考案の 「愛媛たいき音頭」をバ ックミュ
ージックに、大合唱しながら手をつないで巨大な 「稲穂マーク」をつくり、上空か

らドローン(小 型無人飛行機)を 使って撮影。農業に携わる生産者や、JAが 次世

代を担う若い世代に管内の農と食をつなぎ、伝えたいとの思いを込めた。
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1零
jA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地 域の みらい。

1濃 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

固灘 ]Aに しうわは、就農希望者を生産者が雇用し、給与を支払いながら担
・-Eい 手として育てていく取り組みを始めた。農地中間管理機構と連携 し、J

Aが 運営する研修圃場や、生産者の元で研修を積んでもらう。管内は力、ん

きつの家族経営が多く、労働力不足への対策にもなること力、ら、14人 の

生産者が受け入れに手を挙げている。

2017年4月 から順次、伊方、宮内、真穴の各地区でそれぞれ研修圃

場を設け、受け入れを始めた。研修は週6日 のカリキュラムで、1日 が研

修圃場、5日 間が生産者の園地で勇定や摘果、'防除などの作業をする。
L
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零jA自 己改革事例集

耕 そう、大地 と地域 のみ らい。

1濃 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

JAふ らの(4～IO月)
・メロンの贔質管理

・スイカの定植・管理 ・収穫

麗 JAに しうわと沖縄県JAお きなわ、北
海道JA!S、らのは2018年11月25

日、 「農業労働力確保産地間連携協議

会(仮)」 の設立を決めた。農繁期の

がずれる3JAの 労働力を調整、総括す

る組織。各JAが これまで培った人員確

保のノウ八ウを共有し、農繁期の労働

力確保に向け連携を強化する。

当面は、この3]Aで 活動する。

現在、11、12月 はJAに しうわで

ミカンの収穫や選果場での選別作業、

12～3月 はJAお きなわでサ トウキビ

の収穫や工場での製糖作業、4～10

月は、　JAふ らのでメロンや トマ トなど

の定植や収穫をしてもらっている。
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零jA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地域の活性化

驕 JAに しうわと北海道のコAこしみずは2017年12月14日 、組合員の営

農と生活の向上や地域発展、経営安定に向け、姉妹JA協 定を結んだ。両JAは

農繁期の労働力確保が共通課題。締結を機に、農繁期の違う産地が労働力を

融通 し合う。持続的に交流 し、知識や情報を共有することを確認した。
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零jA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

鵬と己㌫鴇 ま三皇趨 鎌 覆騙 響 塁織 鼎 雫
旬力、ら12月 上旬に、選果場で保管。これまで出荷が少な力、った終盤の早生種

の出荷増につなげる。

ミカンの収穫 ・出荷は早生種が11～12月 上旬。中生種は11月 下旬力、ら

収穫 し 「南柑20号 」は生産者が倉庫で10日 間保管後、出荷している。

]Aは 遊休化する選果場を中生種の保管場所にする。それによって、早生種

は生産者の倉庫に保管でき、出荷量の増加につながる。保管施設は、05年 に

合併 した伊方共選管内の旧瀬戸共選場。収容量は最大で400～500㌧ 。最

長で1週 間程度収穫 したミカンを仮置きする。

86
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攣jA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1濃 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

聾1蠕 禦 膿 禦卑頁欝 驚錘 憬
2012年 より活動し、現在では企業や愛媛県、JAグ ループなど加わ り、1

活動の輪が広がっている。1

受け入れ農家の評判は良 く、新たな労働力確保の手段 として期待される存1

在になってきた。1
く

学生や社会人のお手伝いワーカーを、農家からの要請に応 じ派遣する仕組 、

み。報酬は八幡浜市で使えるクーポン券で支払い、地域経済の活性化を図る。1
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彙jA自 己改革事例集

耕 そ う 、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1濃 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

誌 じ

lee',・ に励 は 全国でもトツプク

ラスの力、んきつ産地で、特に温州ミカ

ンを主幹作物としている。JA自 己改

革の三つの目標の一つ 「農業者の所得

増大」の実現に向け、職員による農作

業支援を企画 した。

年々消費者力、ら高糖化 ・本物志向な

ど 「高品質生産」が求められるように

なっている。高齢化などによる収穫労

働力不足の解消に向け、マルチ被覆や

収穫支援を行う。支援先の農家は、

]Aの 共選出荷者や部会出荷者が対象

で、7～12月 の土曜日に行う。
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零jA自 己改革事例集 ・

耕そう、大地 と地域 のみ らい。

1.農 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

13.地 域 の活性 化

魑 JAに しうわは2017年1月 、買い物が困難な高齢者らを支援する移動

購買車の運行を始めた。軽 トラックの荷台に冷蔵設備を備えた 「だんだん

号」は、管内の保内 ・磯津(八 幡浜市)と 伊方(伊 方町)、 町見(同 町)の

3地 区を週2回 ずつ、計17カ 所を定期巡回する。

同車の導入は同JAで2台 目。約1年 前力、ら伊方町の三崎、瀬戸の2地 区

を巡回する1号 車は、固定客もでき 「とても助かっている」 「移動購買車が

来るのが楽 しみ」と好評だ。野菜、卵、肉といった食品や調味料、電池など

計約200品 目を取 り扱う。予約表を使えば売れ筋や希望の商品を次回の運

行に届けるサービスも用意。
L
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零JA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地 域のみ らい。

1.農業者の所得増大

2。農業生産の拡大

[3.地 域 の活性 化

麗こ1鶴翼羅 叢 鴨 ま驕 簾 羅 ご組頷向け
西予市三瓶町は、宇和海に面した南北に広がる町で、当JA三 瓶支店がその

中心に位置する。 コAに しうわは、人口減少や高齢化に伴う事業所再編により、
一部地域のATMの 運用を中止したが

、高齢者や買い物弱者を支援するため無

料送迎車を導入した。

南北分かれた2つ のルー トを週2回 ずつ定期送迎する。JAの 旧事業所や同

JAの デイサービスセンター 「だんだん三瓶」などから乗 り合わせ、金融店舗

やAコ ープ間を送迎する。予約は不要で片道だけの利用もできる。

L
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零jA自 己改革事例集 　

耕そう、大 地 と地 域の み らい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

魍 」Aに しうわ営農指導部はこ2・ ・8年 ・・月下舩 幡浜市立江戸岡小
学校の3年 生17人 に出前授業を した。食農教育の一環でミカンをもっと知

ってもらおうと実施。同市の中央選果場も見学 し、農家から自分たちのもと

に届 くまでの流れを学んだ。
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零jA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地域 のみ らい。

1農 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

魍 　JAに 励 ば 」A管内の組
合員向け広報誌 「たちばな」の

2018年6月 号で自己改革の特

集を組んだ。16年 度から3年 計

画で進める自己改革について、

17年 度末までの進捗(し んちょ

く)状 況をまとめた。

自己改革の特集は、17年 度コA

が組合員アンケートをした際、自

己改革への認識が低いことが分力、

ったため。広報誌を活用 し、組合

員に自己改革の取り組みを周知 し

た。
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零jA自 己改革事例集

耕 そう、大 地 と地 域の みらい。

1.農業者の所得増大
＼

'
2.農 業 生産 の拡 大

3.地 域の活性化

囎 農家の高齢化や農業の担い手不足が深刻化する中、JAひ が しう

わは、農作業の支援をするアグリ

サポー ト事業に力を入れている。

農地の遊休化を防ぐことができる

として農家からの依頼も多い。営

農活動の促進や農地の保全 ・利活

用にも役立っている。

同事業は2010年 から開始。

農家の窓口となる業務は、l　JA農

業支援センターが担当する。労働

力が不足している農家力、らの作業

依頼を受け、JAの 農作業支援員

に作業を指示 している。jAで は

4人 の農作業支援員を臨時雇用 し

ている。認知度も上が り16年 は、

延べ322人 が利用し、延べ883人

分(8時 間換算)を 派遣した。
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彙jA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地域 のみ らい。

1.農業者の所得の増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

し

賭 コAひがしうわ{よ2・ ・8年
に新設した農業センターを拠点

に、次世代の担い手育成 に力を

入れている。同センターは、遊

休施設の八ウスを]Aが 借 り、管

内で就農を目指す希望者 に技術

や経営ノウ八 ウを教えるもの。

本年度はキュウリの技術を指導

している。将来的には、管内の

特徴である多様な農産物がある

産地づ くりに向け、研修内容を

拡大。多様な担い手を育て、産

地活性化を目指 していく。
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零JA自 己改革事例集

耕 そう、大地 と地域 のみ らい。

1.農業者の所得の増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

騒驚灘瓢蠕騙
数の畜産地帯であり、宇和町では

豊かな水田が広がっている。耕畜

連携の強化は耕種農家と畜産農

家 ・酪農家と双方のコス ト軽減に

つながると考え推進を強化 してい

る。耕種農家にとって主食用米の

価格が低迷しており、交付金単価

の有利な飼料米やWCS用 稲の栽

培の推進により、2016年 度は

143㌶(15年 度101㌶)と なっ

た。畜産農家 ・酪農家にとっては、

配合飼料価格の高騰や国産粗飼料

の需要の高まりへの対策が管内で

出来るようにな り、農業者の所得

増大につなが りつつある。
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零JA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地 域の みらい。

・1.農業者 の所 得増 大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

鍵
.¶va"..

蕉

 

一ー繋 コで窒

馨
鯉

醐

鶯

噛轡

魑 ]Aひ が しうわは2017年 、合併

20周 年を記念してオ リジナル農産物

付定期積金 「味めぐりひが しうわ」の

取り扱いを始めた。定期積金を新規で

50万 円以上契約すると、管内の特産

品がもらえるJA独 自の金融商品。総

合事業を行 うJAの 強みを生かし、営

農 との事業連携で新たな利用者の拡大

につなげる。

こうした同JAオ リジナルでの農産

物プレゼン トは初めての試み。

同商品は、同JA管 内で生産の 「奥

伊予特選栗」 「明浜産ポンカン」 「い

ちご2種 類セッ ト」 「西予米2種 類

セッ ト」など管内の味を8種 類の中か

ら楽 しめる。金融部 と営農部が厳選 し

て選んだ商品は、同JA管 内の生産者

が丹精を込めて作った自慢の味だ。地

元農産物のファンを増やすことで農業

者の所得向上を目指す。
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響jA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地域の みらい。

1農 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

魑 灘 皐瓢 架魏麟1
農作業を支援する 「アグリサポー1

卜事業」や、新規就農者を育成す}
る 「農業センター」の設置などに1

より、労働力と担い手の確保に注1

力している。中村吉年組合長に今:

後の方針を聞いた。}
一耕畜産農家双方のコス ト低減対1

策 として始めた耕畜連携では、新;

規需要米の作付面積が2017年1

に約167㌶ と、18年 度 目標の;

120㌶ を前倒 しで達成 した。
-JAの 販売品取扱 高の うち7割

が畜産部門を占めてお り、畜産をc

基軸に農業振興 している。1
-JAは10年 度 から、農作業を!

支援 する 「アグ リサポ ー ト事業」}

を始めた。最近 は平場 の優良農地1

でも組合員力、らの依頼は増えてお1

り、17年 度 は、延べ283人 が ・

利用 し、1081人 分(8時 間換1

算)を 派遣 した。}
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零jA自 己改革事例集

耕 そ う、大 地 と 地 域 の み ら い 。

1濃 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

　 」鱒 力し :㍑ 　　 e　 ・　 E　 t"t

魍 コAひ がしうわは2・ ・8年 ・・月 ・日・移動一 ひがしくん ・号」の
出発式を西予市の同JA本 所前で行った。生活店舗再編の一環で、管内の八つ

の生活店舗は9月 末に閉店 し、委託店または移動購買車に移行する。同車は、

冷蔵庫を設け、総菜や生鮮食品、日用品など多品目の積み込みが可能だ。運行

する購買車は、俵津地区の主婦らが運営する弁当 ・総菜店 「ゆめさく屋」に委

託 し、1日 に8、9カ 所停車して販売する。
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曾jA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地域 のみらい。

1農 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

魑対よ含ひ鞭 薪驚実薯罫綴f醤 朧 ㌫言鵠 鰭
る。毎週水曜日の午前中に 「よろずやデー」と名付けて運行。高齢者らの安

否確認にも一役買っている。

道路が狭 くカーブの多い中山間の道路に合わせ、10人 乗 りの ワゴンタイ}

プの車を利用。自宅前まで迎えに行き、乗降は自由。1
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零jA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地 域のみ らい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

魑が濃霊駕鱈 瓢も灘 離 蠕勢募
ン運動」を展開している。

支店に来店 した利用者に地元産のキュウリを使ったキュウリゼリーを振る1

舞ったり、他の支部では、ミカンジュースやミカンゼリーをプレゼン トしたり;

と、各支部が工夫を凝らした 「おもてなし」を展開し、利用者を喜ばせている。・

ワンモア方 ンを通じて、支部単位での翻 を活発化さ't!N組織の発展や部

員と地域との交流を深めている。:
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奪jA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地域 のみ らい。

11.農業者の所得増大

2.農 業 生産 の拡大'

3.地域の活性化

購 〕Aえ ひめ南は果実の安定販売を

目指 し、菓子メーカーとの契約販売

に力を入れている。契約先である和

菓子メーカー ・株式会社源吉兆庵が、

JA管 内の宇和島市に新工場を着工

し稼働 している。JAは ビワや栗、

柿、桃などを供給。

JAと 宇和島市圏域3市 町(宇 和

島市、松野町、鬼北町)、 同社は

2013年 に農水産物の調達や加工

で連携協定を結んでいる。工場建設

はこの一環。

JAは 契約販売で安定 した売り先

を確保できる他、輸送コス トを抑え

られる。
L
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奪JA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地 域の みらい。

1.農 業者の所得増大

'2
.農 業 生産 の拡大

3.地 域の活性化

麗 　 JAえ ひめ献 「小型里芋形状選別機」を導入しk。　di荷増に対応する

ため作業効率を上げるのが目的。]Aは2015年 からサ トイモを水 田の転

作品目として推進する。15年 に管内で40㌃ だった作付面積を17年 度は

3.5㌶ まで拡大、出荷目標は70㌧ だ。農家所得増大に向け、関係機関の

協力を得ながら生産拡大を目指 している。
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,馳A自 己改革事例集l

耕そう、大 地 と地 域 のみ らい。

,,1.農業 者 の所得 増 大

2.農 業生産の拡大

3,地 域の活性化

翻齪ー

 

?

 

レ

賦 己甥 瀦 晶晶篇1驕
記念定期貯金」の販売を始めた。一定

金額以上を定期貯金すると、管内農産

物をプレゼントするもの。

商品はスーパー定期貯金(単 利型)

で、期間は1年 、預入金額100万 円

以上900万 円以下となっており、預

入時の店頭表示利率を満期日まで適用

する。契約者には、 「甘平」 「せと

か」,といった高級かんきつや、 「三間

米」 「早堀 りバレイショ」など、管内

で人気の農産物14品 の中力、ら1品 を

選んでもらい、プレゼント。
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零jA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地域 の みらい。

1濃 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大
k

3.地 域の活性化

7Ut.
ガ

そ
⌒1

」
驕 コAえひめ南の組織ふれあい推進室は、]A自 己改革の一環で組合員とのコミュニケーションの充実を図ろうと、ふれあい推進活動を展開している。同室は、

農家と役職員が自己改革、地域農業振興計画の内容や取り組み状況を確認し合

う部署として2017年4月 に立ち上げた。

組合員を訪問し、農業者所得増大に向けた現状や今後の取り組み、農業融資

やJAの 意見 ・要望などをヒアリング している。2年 目で取 り組みを強め、黒田

義人組合長や役職員が、可能な限り巡回している。
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肇JA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地 域 のみらい。

1.農 業者の所得増大

2。農業生産の拡大

3.地 域の活性化

羅達綴麟 欝灘 鑑 騙 翻 欝麟認雲顯1
り組んでいる。
2013年5月 に移動購買車の導入を決めた。地域住民の暮らしを支えるだけ

でなく、高齢者の安否を確認し直接顔を合わせ会話できる新たなコミュニディー
の役割を果たすことが狙い。18年10月 には、4台 目として宇和島市内の海岸

部を巡行する 「とくし丸」を導入し、初日力、ら大勢の住民でにぎわった。
し
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零jA自 己改革事例集

耕そう、大地 と地域 のみ らい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

購 JAえ ひめ南女性部フレツシュミズ

部会は、地域の若い女性たちが暮らし

に役立つ知識を楽 しみながら学べる場

をつくりたいと、]A女 子大学 「おれ

んじキャンパス」を開講している。主

に若年層への地域農業やJA組 織活動

に対する理解を深めてもらいたいとの

狙いも込める。

女子大学は2011年 に県内で初め

て開講。

計5回 開く講座は、料理講習や健厚

セミナー、ノルディック ・ウォnyク 、

ボックスフラワー作 り、ヨガ体操など

バラエティ豊かな内容を盛り込む。参

加者自身が受けたい授業を自分たちで

開くことが基本的な考え。
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耕そう、大 地 と地 域 のみ らい。

1.農業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

β・地域の活性化

覇 食農体験を通 じ、食と農の結びつきや地域農業の今を次世代へ伝えながら、
地域の活性化につなげようと、JAえ ひめ南は食農体験教室 「あぐりスクー

ル」を開いている。.

2007年 力、らスター トさせた。JAの 若手職員が 「担任役」などを務め、

研修の一環としての役割もある。

各地の農家をはじめ、JA女 性部や青年部、JA各 支所などが協力して開い

ている。稲刈りやミカン収穫体験、乳絞り体験、農作物の種や苗の植え付け、

もちつきなど四季折々の農に触れる。
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彙JA自 己改革事例集

耕そう、大 地 と地域の み らい。

1濃 業者の所得増大

2.農 業生産の拡大

3.地 域の活性化

魑 西日本豪雨で甚大朧 を受けたかんきつ産地が管内にあるコAえひめ
南は、全国に復興支援の輪を広げようと、段ボール箱を製作 した。宇和島

市かんきつ農家支援プロジエク トのクラウ ドファンディングで募った支援

金約415万 円の一部を活用 した。

£
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